
第
一
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

無
線
局
の
名
称

呼
出
名
称

電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

(kHz)

送
信
時
刻
（
中
央
標
準
時
に
よ
る
。）

し
お
か
ぜ

し
お
か
ぜ

Ａ
三
Ｅ

五
、
九
一
〇

Ａ
三
Ｅ

五
、
九
六
五

Ａ
三
Ｅ

六
、
一
一
〇

午
前
五
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で

Ａ
三
Ｅ

五
、
九
一
〇

Ａ
三
Ｅ

五
、
九
八
五

Ａ
三
Ｅ

六
、
一
三
五

午
後
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
一
時
三
十
分
ま

で

平成™š年˜™月™�日 月曜日 第œ�—�号官 報
〇
金
融
庁
告
示
第
百
二
十
六
号

金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
九
十
四
号
）
第

五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
の
規
定
に
基

づ
き
金
融
庁
長
官
が
指
定
す
る
金
融
機
関
等
を
定
め
る
件

（
平
成
十
四
年
金
融
庁
告
示
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

「
株
式
会
社
イ
オ
ン
銀
行
」
の
次
に
「
株
式
会
社
イ
オ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銀
行
」
を
加
え
、「
株
式
会
社
第
二
日
本

承
継
銀
行
」
を
削
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
百
二
十
七
号

金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
三
十
九

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
金
融
庁
長
官
が
指
定
す
る
金
融
機
関
等
を
定
め
る
件

（
平
成
十
六
年
金
融
庁
告
示
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

「
株
式
会
社
イ
オ
ン
銀
行
」
の
次
に
「
株
式
会
社
イ
オ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銀
行
」
を
加
え
、「
株
式
会
社
第
二
日
本

承
継
銀
行
」
を
削
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
百
二
十
八
号

預
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
大
蔵
省
令
第

二
十
八
号
）
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
預

金
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
金
融
庁
長
官
が
別
に
指
定
す
る
も
の
を
定
め
る
件
（
平

成
十
三
年
金
融
庁
告
示
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

「
株
式
会
社
イ
オ
ン
銀
行
」
の
次
に
「
株
式
会
社
イ
オ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銀
行
」
を
加
え
、「
株
式
会
社
第
二
日
本

承
継
銀
行
」
を
削
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
百
二
十
九
号

銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
号
）
第

十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
十
七
条
の
四
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
銀
行
法
施
行
令
第
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
金
融
庁
長
官
の
権
限

等
を
定
め
る
件（
平
成
十
四
年
金
融
庁
告
示
第
三
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す

る
。平

成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

第
一
条
の
表
一
の
項
銀
行
の
欄
中
「
株
式
会
社
イ
オ
ン

銀
行
」
の
次
に「
株
式
会
社
イ
オ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銀
行
」

を
加
え
、「
株
式
会
社
第
二
日
本
承
継
銀
行
」
を
削
る
。

第
五
条
の
表
銀
行
代
理
業
者
の
欄
中
「
株
式
会
社
セ
ブ

ン
銀
行
」
の
次
に「
住
信
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ネ
ッ
ト
銀
行
株
式
会
社
」

及
び
「
株
式
会
社
イ
オ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銀
行
」
を
加
え

る
。

〇
総
務
省
告
示
第
五
百
六
十
六
号

無
線
局
運
用
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
第
百
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
年
総
務
省
告
示
第
八
号
（
本
邦
外
に
在
住
す
る
日
本
人
向
け
の
広
報
を
送
信
す
る
無
線
局
の
運
用
に
関
す
る
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

住
所
東
京
都
品
川
区
小
山
３
丁
目
６
番
1
5
`
2
2
7号

金
和
也
昭
和
5
6年
８
月
1
3日
生

住
所
岐
阜
県
大
垣
市
浅
草
２
丁
目
2
9番
地

仲
金
湘
昭
和
4
5年
８
月
2
0日
生

朱
亮
昭
和
6
3年

1
1月

1
6日
生

住
所
埼
玉
県
所
沢
市
東
所
沢
和
田
１
丁
目
1
6番
地
2
7

劉
萱
昭
和
5
6年
７
月
2
4日
生

住
所
宮
崎
市
橘
通
東
４
丁
目
1
1番

1
6号

劉
宏
志
昭
和
6
0年
５
月
2
0日
生

住
所
新
潟
市
西
蒲
区
今
井
7
6番
地

許
立
華
昭
和
4
8年
１
月
3
1日
生

住
所
名
古
屋
市
中
川
区
荒
子
１
丁
目
2
0
3番
地

金
正
石
昭
和
5
7年
７
月
1
6日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
並
木
元
町
１
番
4
5号

林
霞
琴
昭
和
5
4年
１
月
2
8日
生

劉
希
琳
平
成
1
9年

1
2月

1
8日
生

住
所
埼
玉
県
入
間
市
東
町
１
丁
目
1
7番

1
0号

金
愛
華
昭
和
5
2年
１
月
1
6日
生

住
所
横
浜
市
南
区
真
金
町
２
丁
目
2
2番
地
５

劉
禹

平
成
７
年
６
月
1
1日
生

住
所
岡
山
市
南
区
当
新
田
9
6番
地
１

Ô
新
泉
昭
和
5
7年

1
0月

2
8日
生

張
真
希
平
成
2
2年
８
月
９
日
生

住
所
東
京
都
北
区
赤
羽
北
２
丁
目
1
5番
１
`
1
1
2
3号

張
雲
生
昭
和
5
7年
７
月
1
0日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
花
隈
町
８
番
９
号

李
潔
昭
和
5
1年
３
月
1
7日
生

住
所
滋
賀
県
草
津
市
野
村
７
丁
目
１
番
2
7号

ジ
ョ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
・
マ
サ
昭
和
5
5年

1
0月
２
日
生

住
所
大
阪
府
泉
南
市
È
井
６
丁
目
1
4番

1
4号

ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
レ
ス
カ
ノ
・
メ
デ
ィ
ナ
昭
和

6
0年
２
月
2
3日
生

住
所
茨
城
県
つ
く
ば
市
二
の
宮
１
丁
目
1
9番
地
８

金
昭
和
5
5年

1
1月

2
9日
生

住
所
福
岡
県
太
宰
府
市
石
坂
１
丁
目
２
番
2
4
`
6
0
3号

林
燕
昭
和
4
5年

1
1月

2
0日
生

〇
総

務

省

法

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
十
号

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
指
定
調
査
機
関
の
調
査
の
業
務
を
行
う

事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

一

変
更
の
届
出
に
係
る
指
定
調
査
機
関
の
名
称

一
般

財
団
法
人
日
本
情
報
経
済
社
会
推
進
協
会

二

変
更
後
の
調
査
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
九
号
六
本
木
フ
ァ
ー

ス
ト
ビ
ル
内

三

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
七
十
九
号

大
阪
市
西
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

大
阪
市
西
区
千
代
崎
町
二
丁
目
二
十
三
番
地
の
八

杭
田

信
子

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
八
十
号

奈
良
県
北
G
城
郡
広
陵
町
役
場
保
存
の
次
の
原
戸
籍
が

滅
失
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

奈
良
県
北
G
城
郡
広
陵
町
大
字
沢
九
百
九
番
地
二

寺
岡

美
夫

同
町
大
字
沢
三
百
三
十
二
番
地
一

吉
村

元
寿

同
町
馬
見
北
九
丁
目
三
番

中
本

育
寛

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
八
十
一
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

住
所
群
馬
県
太
田
市
浜
町
7
2番

2
6
`
1
0
2号

莊
豊
w
昭
和
5
4年

1
2月
１
日
生

住
所
東
京
都
世
田
谷
区
東
玉
川
１
丁
目
3
9番

1
0号

シ
ャ
ヒ
ン
・
フ
ァ
ラ
ヒ
ャ
ン
昭
和
4
2年
５
月
４
日
生

住
所
東
京
都
渋
谷
区
本
町
５
丁
目
1
5番

1
4号

ヴ
ィ
ソ
ー
チ
ン
・
ア
レ
ク
セ
イ
・
オ
レ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
チ

平
成
元
年
３
月
2
4日
生

住
所
埼
玉
県
入
間
市
大
字
下
藤
沢
4
7
1番
地
１

ア
ッ
サ
ン
・
マ
ス
ー
ド
昭
和
3
3年
４
月
1
0日
生

住
所
埼
玉
県
越
谷
市
大
字
平
方
2
0
2番
地
1
5

ワ
ス
ィ
ー
ム
・
ア
ハ
マ
ッ
ド
・
フ
ァ
ル
キ
昭
和
4
0年

７
月
3
0日
生

住
所
東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
２
丁
目
4
7番
６
`
8
0
6号

鄭
來
有
昭
和
3
2年
１
月
1
0日
生

住
所
相
模
原
市
緑
区
二
本
松
３
丁
目
2
1番

1
3号

楊
賀
展
昭
和
6
0年
１
月
２
日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
７
丁
目

1
5番

1
7
`

7
0
4

号施
文
義
昭
和
5
8年

1
1月

2
9日
生

住
所
千
葉
県
茂
原
市
六
ツ
野
2
5
8
8番
地
1
1

楊
Î
@
昭
和
2
7年
２
月
７
日
生

住
所
千
葉
市
美
浜
区
真
砂
２
丁
目
４
番
７
`
2
0
3号

楊
光
昭
和
6
1年
１
月
1
2日
生
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